
里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 (地域レベルでの取組基盤の整備)協働と持続性確保のための枠組み・体制の整備
手法名 地域資源を活用した農業の再構築
主体 宮城県丸森町、丸森町大内地区

背景(地域の課題）
　里地里山地域の基幹産業である農業は、人口減少や高齢化の進行、産業構造の変化や国
際競争など厳しい状況にある。農業を再生するには、地域資源の新たな活用に取り組むことが
有効である。

手法／方策の詳細

　宮城県丸森町では、グリーンツーリズムの推進により、農林業の再構築に取り組んでいる。

１）「地元との交流」を付加価値に「市民農園」を集落ビジネス化
　丸森町が運営する滞在型施設付き市民農園「不動尊クラインガルテン」では、地元農家により
構成される管理組合が入居者に農業指導まで行っている（図1）。

２）体験交流施設の集落経営への支援
　大内活性化施設管理組合が運営する農村活性化施設「いきいき交流センター大内」の建設
費用の一部を大内地区の住民が農協からの融資を活用して負担した。丸森町はセンターの運
営に対して必要な情報を組合に提供するなどの支援を行っている。

手法・技術的視点
　従来からある住民の自治システムや相互扶助組織を活用して地域における新たな産業を創
出することが農業再生には有効である（図２）。
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　図1 滞在型市民農園（クラインガルテン）パンフレット 図2 既存の住民組織を核にした新規事業の推進


